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きょうのお話
• 私の身の回りのオープンサイエンス的な取り組み

• 『京都の災害をめぐる』/ 古典オーロラハンター
• 地震学：満点計画 / 歴史的記録 / オープンデータ
• みんなで翻刻

• 非専門家が参画することの意義
• マンパワー / 学び / 他には？
• 専門家側の目論見と実際
• 何をもって成功とするか？



『京都の災害をめぐる』の写真投稿



古典オーロラハンター



満点計画

http://www.drs.dpri.kyoto-u.ac.jp/gsp/abu_doc04.html

• 専門家とともに
地震観測に参画

• 計器もプロ仕様
• 解析にも関わる

ように



地震計記録のデジタル化プロジェクト
（ハーバード大学）

http://www.seismology.harvard.edu/research/DigitSeisJapan/index.html



地震計記録のデジタル化プロジェクト
（ハーバード大学）



地震計記録のデジタル化プロジェクト
（ハーバード大学）
専門家がデータとして使える（SACファイル）



オープンデータと地震学

FDSN Evans, et al. (2015) EOS
doi:10.1029/2015EO036971. P

口頭発表17件(招待3件)
ポスター発表4件
事例，課題，将来展望 etc.
データDOI，データジャーナル etc.



歴史的記録（京大防災研紀州観測点）
どのようなメタデータが適当？必要？



京都大学古地震研究会
• 史料解読の勉強会
• 研究に関する情報交換 / 情報技術の活用（情報科）

図書館員の皆さんとの勉強会も



市民参加の取り組み
https://honkoku.org/

• 市民参加で(地震)史料を翻刻
• やりがい搾取？ プロの仕事をとる？⇔学習・楽しみの提供



「みんなで翻刻 地震史料」（バージョン1）

•概要
• URL: https://v1.honkoku.org

• 歴史災害史料の市民参加型翻刻プロジェクト

• 2017年1月10日に Web サイトを正式公開

• 京都大学古地震研究会が開発・運営

•プロジェクトの目的
1. 災害史料の大規模テキストデータベース構築

2. 翻刻作業を通じた市民の防災意識向上

＜橋本雄太さんのスライドより＞

https://v1.honkoku.org/


バージョン1の成果（1015日目）

• 総入力文字数…618万文字

• 翻刻が完了した画像…8274/8925枚（91%）

• 翻刻が完了した史料…498/508点

• 参加登録者数…5320名

東大地震研の所蔵和古書はすでに全点翻刻完了



設計の特徴

• 古文書解読の学習サービスとして設計されている

1. くずし字学習支援アプリKuLA との連携

2. 参加者相互の「学び合い」の支援

• くずし字解読を学習しながら，自然に翻刻作業に
参加してもらうことが目的

• 「やりがい搾取」にならないように

• 参加者が明確なメリットを得る形で参加してもらう

12万回DL(2019/2)



参加者のツイッターより
• 「みんなで翻刻 honkoku.org、ちょっと読める人が

あらかた翻刻すれば、後で達人が誤刻箇所や判読不
能箇所を修正してくれる最高の環境なのでとても勉
強になる #みんなで翻刻」（2017-01-09）

• 「みんなで翻刻、前の人が読んだの見ながら、自分
にも新たに読めるところがあって面白いね。国文学
やってた学生時代にこういうのあったらなあ。時代
は変わったね。」（2017-01-12）



成果物の品質について

• 翻刻文10万文字を検証した結果：

• 学術出版される史料集には及ばないものの，
内容把握や全文検索には十分な品質が得られた



バージョン1の課題

1. 対象史料の拡大

•地震研のデジタルアーカイブに特化した構成に
なっている

2. 初学者のサポート

•参加登録者5,000人のうち、実際に翻刻に参加
したのは350人程度



バージョン2の新機能

1. IIIF対応

2. くずし字認識AIの導入

3. 翻刻文マークアップ言語の導入

4. 翻刻文の画像埋め込み

5. 翻刻文の全文検索



1. IIIF 対応

• IIIF (International Image Interoperability Framework)

• デジタルアーカイブが公開する画像データの
相互運用のための国際標準規格

• 機関ごとに乱立していた画像データの提供方式に統一
的方法を与えた

• 日本国内のIIIF対応機関

• NDL, 国文研，東京大学，京都大学，九州大学，慶応
大学，関西大学，近畿大学，歴博,…
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現在進行中の翻刻プロジェクト

1. 翻刻！ 東寺百合文書

• ユネスコ世界記憶遺産にも指定されている東寺百合文
書の翻刻プロジェクト

• 百箱のうち「セ函」「ヤ函」の210点を公開中

2. 翻刻！ 石本コレクション

• 東大総合図書館が所蔵する石本巳四雄の災害史料コ
レクション578点

• 近世のかわら版や鯰絵を多数含む
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2. くずし字認識AIの搭載
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くずし字認識AI

2種類の認識プログラムを選択可能

1. CODH koguma-net

• CODHの研究員タリン・カヌーワットさんが開発

• JavaScriptで動作し、クライアント側で実行可能

• 翻刻文をAIの教師データとして活用する研究も

2. 凸版印刷くずし字認識AI

• 凸版印刷のサーバーにあるAIをネットワーク経由で利
用
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バージョン2の経過（95日目）

• 総入力文字数…48.5万文字

• 翻刻が完了した史料…299/788点

• 参加登録者数…400名



ニコニコ生放送
『みんなで翻刻してみた』
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ドワンゴとの共同企画．2017年3月から月1回放映



「ニコニコ超会議2017」への出展
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2017年4月末に開催された「ニコニコ超会議2017」にブース出展

今年のニコニコ超会議2018（4/28-29）@幕張メッセにも出展予定



みんなで翻刻の工夫
• システムと素材

• 学習ベース（添削希望 etc.）
• くずし字学習支援アプリKuLAとの連携
• 参加の楽しみ（ゲーム性 / SNSでの自慢）
• 東大地震研石本文庫（図書室 / 既にオープン）

• 広報
• リリース時期
• (株)ドワンゴとのコラボ
• 学術研究支援室(KURA)の支援



目論見と実際

京都大学プレスリリース（2017年01月10日）
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research/research_results/2016/170110_1.html



目論見と実際

グラフは橋本雄太(2019)京都大学博士論文より
https://repository.kulib.kyoto-u.ac.jp/dspace/handle/2433/233817



目論見と実際
• 「ほんとはね、特定の地域の史料はその地域の人が

やるのが一番いい。だって、小字だとか今はない郡
名だとかを自然な形で触れているから、処理のス
ピードがそのほかの地域にいるよりずっと早いはず
だし、なにより愛着を持って取り組めるんじゃない
かなって。（2017-01-13）

• 「諸国海辺地震津波書」から軽井沢関係の部
分・・・「かるい沢宿浅間山へん大ひにあえるまた
あさま山けむり此日一向にいてず其外山々大しんど
う」（1854年安政東海地震・安政南海地震のこ
と）」（2017-01-17）



こんな意見も
• 「みんなで翻刻って若い院生のバイトと勉強の場を

奪うことにならんかな、という一抹の不安が。」
• 「みんなで翻刻、報酬がないのでやらない」



自慢したいこと
• たくさんの参加者を得た → 集合知
• 安定的に動作・運用できている（改善点はある）
• 学習・知識の伝達

• くずし字解読・歴史史料への関心
• 自然災害への気づき

• オープンなデジタルアーカイブの利用例を提示
• 東寺百合文書
• 東京大学総合図書館蔵石本コレクション



がんばらなければならないこと
• 専門家による研究への活用

• 歴史地震：既にある程度研究されている
• 歴史地震史料コーパス？

• 非専門家による活用
• 読みもの

• 開発・運用体制
• 大学等の研究としては限界がある？



等身大の地震学
日本地震学会の改革に向けて：行動計画2012



人文社会系分野における
オープンサイエンスの在り方

• 各種の悩みは分野を問わない
• やってみたい / やるべきか /意味があるのか
• どうしたらいいか

• 自然科学分野のほうが親和性があると見られがち？
• 数値データ vs 非数値データ (テキスト/画像 etc.)
• データ公開に対する考えかた
• 非専門家と接するという意味では同じ

• 人文情報学の隆盛が追い風に



今後の展開
• みんなで翻刻

• 各地のデジタルアーカイブとの協力
• 開発・運用体制

• 地震史料捜索隊 ← 古典オーロラハンター
• IIIFを利用して，とにかくパラパラと史料を閲覧
• 「地震」などキーワードを抽出 → フラグ

• 先輩方がもともとでやってきたこと
• デジタルも活用して、より広くつながりたい



研究データやプロセスの共有
• 同床異夢だとしても，興味・関心を共有できる対象

（プロジェクト）の形成が肝心なのでは？
• 大義だけでは動かない

• 専門家・非専門家の相互のコミュニケーションをう
まくデザイン/プロデュースできないか

「研究」はそんなに大事？
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